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 5)pH 6・0及 びpll 7・5に於 いて,上 述の基質以外 の蛋 白質 及びpeptide分 解 を検討 した.

[Protamin, diglyCine,又lriglycineも よ く分解 されたが殊 に～歯性 で強 く, leucyld1glycineは

爾 側 共弱 いなが ら分解 されてい る.ACetylglyCine, aCdylglUtalniC aCidも 分 解 されて いるが

後者 は滴性 では極 めて僅 かの酸値壇加 を示 してい るに過 ぎない.Chloracet y'Jamino acid(Cl-

acetyile"cine, CI・ac」tylphenylalaninc)の 分 解 も1;登明 出來 て,1・enicilliumに は廣 くacylase

作用 の存在 す る事 が分 った.                       ・

 6) …欠 に酸 及び滴慮 置によ る酵素 の抵抗性 を験す るため,基 質 として gehtil1,1)eptone(Ri-

edel及 び 照内), diglyeine, bellzoylgl)cinc, benz(,yldiglVcineを 用 いて實験 を行つ た.酸 堤

置 として酵素液 をpl{4・0に5分 乃至1時 開保置 した ものは同糸占果で, pH 6.0叉pH 7,5に

於 けるpeptone(Riedel)及 びbenz lyl liごlycine水 解 能 のみ残 り,他 の水解 能は清 失 し,90分

～2時 闇虞理で は これ らの 二水解能 も減 じて しまつた.即 ち糸 歌菌 醒素 は酸 には抵抗 が弱い.

淋薩 置 として酵素液 をpH 9.0に1～1711芋 間 保置 した ものは抵抗彊 く,非 庭 置の もの と水解 能

を異 に しない.1)II 11.5,30分 威 置に して初 めて各基質 は和営分解 度 を減 じ,60介 で は 途 に

gclatin叉1〕enzoyl liglycine分 解 能は浩失 し, diglycineの 分 解 能 は輕 度 に認 め るのみ とな る.

2時 間 庭理の ものではpeptonc分 解 能 と僅か なが らbenzoy!glycine分 解 能 を幾 すのみ とな

る.即 ち本酵素 は滴 庭理 には比較的抵抗 が坦い様 に思 われ,各 酵素 作用 に特 別 の影 響が ない様 で

あ るが,更 に彊滴性 に保置 する と酵 素作用は減 弱す る.酸 並 に滴庭理 を通 じてPeptone〔Rie(1el)

並 にbenzoylglycine分 解 能}ま他 に比べてか な り抵抗性 が大 であ る.

 以 上 の結果Pen. notatumのproteaseは,動 物性(cat}】epsi11, ereptase),3ぐ 植 物性蛋 白酵

素(Papain, ficin)と 比 較 して大 いに趣 きを異 にしている と思 われ る.

              (昭 和24,年7月5月 受 理)
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          殺 虫力 に關す る研究 (第5報)

             DDT近 縁 化 合物 に就 て(2)

              濱 田 昌 之,大 野 稔

 我 々は先に木研究の第1報1)と してDDT近 縁化合物の一部に就て化學構造 と殺虫力の關係

を論 じたが,共 の後更に本系統に馬する化含物を合成し之等の殺虫力を比較検討 した.我 々ヵ;

今回合成 したDDT近 縁化合物の合成方法並びにその融黙を略示すれば第1表 の通 りである.

 第1表 に示 した様 な方法で合成 した各化合物に封する殺虫試験は,當 研究室に於て飼育 した

羽fヒ後干均611の イエバエ(Mitseα1)om68～∫βαL.)を 使用 した.そ の装置は直径24Cln,高 さ46

Cm,内 容約18tの 硝子圓筒 の上下に圓板をあて(上側中央にスプレー孔 をイfす),こ の中に直輕

9clTi,高 さ10 Cmの 上面金1謁板,側 面下面金i網の籠を置き,こ の籠の中に供試虫牛均25匹 を入

                   (104 )
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                 第   1   表
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れ る,次 に各化合物 の適當濃渡 の酒精溶液0.5ccを30ポ ンドの堅力で上部の孔からスプレーガ

ンで噴霧する.噴 霧後 ゴム栓をして氣密とし10分後籠を取出して落下虫数を調べ籠のまtSO～

5.に約10分 閥冷却 して全部 を冷凍落下せしめた後,別 の容器 に移 して餌を與へて24時間後の死

虫数を調べる.本 試験を各化合物の夫 々の濃度について四回計計100匹 宛の供試虫を使用して

落下率,致 死率を算川した.こ の結果は第2表 の通 りである.

 本殺虫試験の結果か ら化學樽造 と殺虫力の關係に就いて次の様 な結論が得 られる.

 1)}), IY-DDTの1嚇:の 「素1ケ が 更)位に移 る事に依って殺虫力は可域 り減 じ,夏 にこのo

位の鞭素が除かれると更に幾分効力が減する,結 局殺虫力を有する爲にはp位 の盤素が必要で

                    (105)
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                第   2  i幾

      n・・ 曲 一 一% 鴇 認甥 ・・11・24h…%

        「蝋 ・・1(・1・・hol・)1- 「 ・ 1 ・
                  O.5             62             100

      ・ P,,・DDT l:ll5  49  }ll
                  O.0625           6             95

      ・ …'-DDT I 8:ll、111 1 釜
                  05        75        100
      3      CDT       O25         29          76
                  0125       5        58

                  025            26             100

      4    CH3-DDT     O125        3         82
         '               00625           0              64

      ・1・H-DDT I… 1 ・ i ・・
                  0.25            65            100

      6    CH30-DDT     Oユ25        30         100
                  0.0625           0             30

                  0.25            78             100

      7   C2H50-DDT     O。125        46         100
                  0.0625           11             95

      8     DDA       O.25         0         5

      9  DDA-CH8-ester    O.5         17         88

      10  DDA-C2Hs-ester   O.5         0        64

                                        9

0位 の肇 素は饒 り影響 を與 えない.

 2)P,P'位 の 盛素2ケ がCH3基 に墾 る とP・P'・DDTとo,P'-DDTの 中聞程 度の効力 を示す.

 3)更 に これがOH i基に攣 ると効 力は全 くな くな るが, CH30, C2Hr,O基 の 場合 は殺 虫力

殊 に落下 力がP,P'-DDTよ り も優れ,特 にC2HsO-DDTは 最 も優秀 な効 力を示 した.

 4)P,P"DDTのCCI3基 がCOOH基 となる と効力は全 くな くな り,そ の エステル類 も僅

か に致死 力を有 す る程度 であ る.結 局DDT系 の 化合物 では現在迄 の所CC13基 は 必要 不可

欠 と考 へ られ る.

樹,本 報告の詳細は"防 贔科學"誌 上に蛋表の豫定である, .

1)濱 田,笹 川,大 野:防 贔科學10,9～16(1948),化 研講演集!7,71～73(1949),

              (昭 和24年7月8日 受 理)

                   (IU6)


